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イチャンイ 鮭が卵を置く 〈今でも鮭が沢山遡上する所だという。〉 松 浦 ①○ ②○ ③○ ④○
ソ

〈その鮭産卵場〉 ｛旧記ではいずれもイシヤニ、イチヤニ、イジヤニなどに （ の所属形）であっican-i ican-i ican
ｲ ﾁｬﾆ 地区 イチャニ 鮭の産卵場 なっているという。｝ 永 田 た可能性が高いと思われる。*
伊茶仁 〈山田〉 Ａ18
(標津町) 川

イチャンウンイ 鮭鱒の産卵場・のある・所 － 標 津 ①○ ②－ ③ ④ican-un-i
イチャヌニ 町 史*

ｲ ﾁｬﾝ 地区 この辺のイチャン（鮭の産卵場）の名を採って村名とした ①○ ②○ ③○ ④○
一 已 イチャン 鮭の産卵場 が、屯田兵を中心とする村で威勢が良く、「一にして已 山 田 Ａ19 ican
(深川市) 駅 （や）む」という意味をこめて一已としたという。

ｲﾄ ｲ 同名が道内各地の海岸にあり、川尻が砂浜を海に並行 ①○ ②○ ③○ ④○
糸 井 地区 駅 コイト イ 波が・崩す して流れていた所や、海と湖の間に砂浜が横たわってい 山 田ウ エ koy-tuye

る所である。シケの時に波が砂丘を崩し、波が川や沼に 両説とも同趣旨。「波が砂丘
ｺ ｲﾄｲ に打ち込んだ場所。 Ａ などを崩す」ことが語源と思わ20
小糸魚 川 れる。

ここは海岸で土地が低く、時化のために浸食され、土地 苫小牧
(苫小牧市) コイトゥイェイ 波・崩す・所 が削られたため。｛地区名も｝はじめ小糸魚の漢字をあて 市 史koy-tuye-i

ていたが、昭和１９年字名改称により糸井となった。

ｲﾄｲｻﾞﾜ 地区 チライカリペッ ｛ ｝ イトウ(魚)・通う・川 左の意訳。 駅 名 ①○ ②○ ③－ ④ciray-kari-pet
糸魚沢 Ｂ21
(厚岸町) 駅 チライカ ペッ 〈 〉 糸魚を捕る川 〈永田氏はチライ・カリ・ペッとしたが ではそう読めな 永 田 ①○ ②○ ③－ ④ラ ciray-kar-pet kari

〈イトウ(魚)・捕る・川〉 い。 とでも読んだものか？〉 〈山田〉kar

川 蟻が多かったためという。 ①○ ②○ ③－ ④
アリ

イドンナップ イト ンナ アリ 山 田 Ｂ22 itunnapウ プ

(新冠町) 山岳

この川の水源から山越えすると茶路川の水源で、白糠と ①○ ②○ ③－ ④
ｲﾅ ｳｼ 地区 イナウウ イ 木幣・ある・所 の主交通路になっていた。この川筋にイナウ（木幣）を立 山 田 他地の例からみて、山田解のシ inaw-us-i
稲 牛 イナウウシ てて神祭りをする所があってついた名であろう。 Ｂ 方が妥当性が高いと思われ23 *
(足寄町) 川 る。

イナウウ ナイ ｛ ｝ 祭壇のある川 この川の上流に位置しているウコタキヌプリは昔から鹿 更 科 ①○ ②－ ③ ④シ inaw-us-nay
｛木幣・ある・川｝ が多く、これにイナウ(木幣)をあげる場所だったため。
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小樽市教育研究小樽のあゆみは「現在の竜宮神社の所 ①○ ②○ ③－ ④
からイナウが出て来たのでこの名がある」と誌した。竜宮
神社は海を見渡す岡の張り出した先である。 アイヌ時代

ｲﾅ ﾎ ならイナウ(木幣)を立てて海神に祈ったろう場所であっ
稲 穂 地区 イナウ 木幣 た。そのイナウがあった所なので、和人がそばの川を稲 山 田 Ｂ24 inaw
(小樽市) 穂沢と呼び、それから稲穂町の名が生まれたものか。ま

たアイヌ時代に海神を祭った所なので、和人がそこに社を
建て、竜宮さんというようになったのではなかろうか。
｛塩谷へ向かうかつての山道入口の名で、イナウを供えた
ところらしい。｝

稲穂峠の名は道内諸地に残っている。アイヌ時代は大 ①○ ②○ ③－ ④
峠を越える時には、ルーチシ（峠）で山の神にイナウ（木 いずれにせよ、イナウに関係

イナウ 木幣 幣 ）を供えて道の平安を祈った。和人がそのイナウ 山 田 した名と思われる。inaw inaw
ｲﾅ ﾎ を見て、そこを稲穂峠と呼んだのが今に残ったのであっ
稲 穂 峠 た。 Ｂ25
(仁木町)

アイヌはヤナギやミズキなどの木を削って木幣をつくり、 仁 木 ①○ ②○ ③－ ④
イナウウシ ｛ ｝ 木幣・いつも多くある所 険阻な道や、天気を悪変させたりする魔神をおどし、善神 旧 地inaw-usi

に感謝祈願して木幣をあげて、ここを通った。 名 録

漁人の仮小屋ある川 ｛ は小屋まで意味するのかは疑問。｝ 永 田 ①？ ②－ ③ ④inun
ｲﾇｳｼﾍﾞﾂ イヌンウ ペッ 〈漁用滞在小屋・のある・川〉 〈山田〉シ

犬牛別 川 Ｂ26 inun-us-pet
(士別市) イヌヌ ペッ 魚捕りに滞在する・いつもする は「漁のために滞在する」、「その滞在用の小屋」を ①○ ②○ ③－ ④* inunシ

・川 いう。永田氏の書いた意味か、左記の意味かどっちかで 山 田 山田解説が妥当なところなの
あろう。 だろう。

イヌンオペッ ｛ ｝ 漁屋の川｛？｝ － 永 田 ①？ ②－ ③ ④inun-o-pet
イヌノペッ （漁人の仮小屋ある川）*

ｲ ﾉｳ 駅
伊 納 イルオナイ 熊・の足跡・多い・沢 イルオナイ→イロナイ→イノナイ→イノ 知 里 Ｃ ①○ ②－ ③ ④27 i-ru-o-nay
(旭川市) 山岳

イヌン 狩漁期用の仮小屋 単純にこう呼んでいて、それがエヌとかイノとか訛ったら 山 田 ①？ ②－ ③ ④inun
しくも思える。

ｲﾏ ｶﾈ 開拓の功労者であった今村藤次郎、金森石郎両氏の冠 山 田 和名と思われる。
今 金 町 － － － 文字を一字づつ採ったもの。 Ａ28

今金町町勢要覧(今金町)

ｲﾘｼｶﾍﾞﾂ 永田氏は「砂原の長い川で、通行する人が怒ったため」 ①○ ②－ ③ ④
入鹿別 川 イル カペッ 怒る・川 と書いた。誰が何を怒ったか忘れられていて様々な説明 山 田 Ｃ29 iruska-petシ

(鵡川町) がされている。
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エル ナイ ｛ ｝ ネズミ・沢 由来不明。 松 浦 ①○ ②－ ③ ④ム erum-nay

イルオナイ 熊路の沢 － 永 田 ①○ ②－ ③ ④i-ru-o-nay
ｲﾛ ﾅｲ 〈それ(熊)の・足跡・ある・沢〉 〈駅名〉
色 内 地区 Ｃ30
(小樽市) 旧図にはイルンナイ、イリモナイと書かれている。もしか ①○ ②－ ③ ④

エンル ナイ 岬・川 したら、石山の先が岬の形だった時代に、そのそばの川 山 田ム enrum-nay
だというので、こう呼ばれたのではないかとも考えた。研
究のための試案である。

ｲﾜ ｵｲ イワオイ 上に温泉あったため。 松 浦 ①○ ②○ ③○ ④－
岩 老 地区 〈 〉 〈硫黄が・ある・もの（川）〉 ｛増毛町史別刷増毛地方地名解によると、ここでは硫黄 Ｂ31 iwaw-o-i

イ オ ウ

(増毛町) 〈イワウオイ〉 が露出しているという。｝ 〈山田〉

ｲﾜｵ ﾅｲ 地区 川 イワオナイ 岩山の川 － 永 田 ①○ ②－ ③ ④iwa-o-nay
岩尾内 ｛山・にある・川｝ Ｃ32
(朝日町) 湖 ダム

イワウナイ ｛ ｝ 硫黄・川 音だけならこうとも聞こえる。 山 田 ①○ ②－ ③ ④iwaw-nay

｛時折噴煙を上げている、解どおりの山だという。｝ ①○ ②○ ③○ ④○
イワオヌプリ 山岳 イワウヌプリ ｛ ｝ 硫黄・山 山 田 Ａ33 iwaw-nupuri
(倶知安町)

ｲﾜｵﾍﾞﾂ 地区 ｛斜里町立知床博物館編『郷土学習シリーズ第６集』 は 斜 里 ①○ ②○ ③？ ④
岩尾別 イワウペッ 硫黄・川 同説を書いた上で「鮭・鱒のふ化場があり、特に硫黄分の Ｂ34 iwaw-pet
(斜里町) 温泉 多い川ではない。」としている。｝ 町 史

イワケシ山の下から流れ出している川( ①○ ②○ ③－ ④iwa-kes-oma-nay
山の・末に・ある（入っている)・川)の名から採って、イワ

イワケシ 山岳 イワケ 山・の末 ケシ・ヌプリ（山）と呼ぶようになったものか。ただし元来は 山 田 Ｂ35 iwa-kesシ

(常呂町) ただイワとか、ポロ・イワぐらいに呼ばれたものだろう。 イ
ワは霊山として仰がれた山のことだったらしい。

イワスマケ ペッ 岩下川 － 永 田 ①○ ②－ ③ ④シ iwa-suma-kes-pet
｛山の・岩・の下の・川｝

ｲﾜｼﾏｸｼｭﾍﾞﾂ 川 Ｃ36
(清水町) イワウスマク ペッ 〈 〈硫黄の・岩・を通っている ｛水源の｝山に硫黄があったらしい。 松 浦 ①○ ②－ ③ ④シ iwaw-suma-kus

〉 ・川〉 〈山田〉-pet

ｲﾜﾁ ｼ 東の方に高山が二つあり、この間の凹みから落ちてくる 松 浦 ①○ ②－ ③ ④
岩知志 地区 イワチ 〈 〉 〈山の・中凹み〉 ためという。 Ｃ37 iwa-cisシ

(平取町) 〈山田〉
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｛岩内町史は「定説を見いだせない。」とした上で、「岩内 ①○ ②－ ③ ④
平野を流れる川はいずれも、岩内の東方にそびえるイワ 上 原

イワウナイ ｛ ｝ 硫黄・沢 オヌプリを水源とするように見え、また、岩内平野を迂回iwaw-nay
曲折して流れているので、時季によっては著しく混濁し 松 浦

ｲﾜ ﾅｲ 町 て、あたかも硫黄が混入したように見えたかもしれない。」
岩 内 としている。｝ Ｃ38
(岩内町) 山岳

イヤウナイ 熊肉を乾かす｛？｝・沢 － ①？ ②－ ③ ④iyaw-nay
永 田

イェオナイ 軽石｛？｝・多い・川 上流二里の辺りに軽石が多かった。 ①？ ②－ ③ ④ye-o-nay

イワナイ ｛ ｝ 山・川 － 駅 名 ①○ ②－ ③ ④iwa-nay

岩見沢市ｲﾜﾐｻﾞﾜ 市 開拓期に道路工事へ通う人たちが一棟の休憩所を利用
岩見沢 － － － して湯に入り疲れを癒やした湯浴み(ゆあみざわ)から変 Ｃ39

イ

(岩見沢市) 駅 化したもの。 Ｈ Ｐ

【ウ】
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ｳｴ ﾅｴ 地区 土地の川の名から出たらしいが、どう悪かったのか今で ①○ ②－ ③ ④
植 苗 ウェンナイ ｛ ｝ 悪い・川 は分からなくなっている。 山 田 Ｃ1 wen-nay
(苫小牧市) 駅 ｛苫小牧史も同説。｝

ｳｴ ﾋﾗ なぜ悪いかは記録にないが、たぶん落石などで危険な ①○ ②－ ③ ④
上 平 地区 ウェンピラ 悪い・崖 場所だったと思われる。 山 田 Ｃ2 wen-pira
(苫前町) ｛苫前町史も同説。｝

ｳ ｴﾝﾅｲ 地区 川 どう悪かったのか今では分からなくなっている。 ①○ ②－ ③ ④
雨煙内 ウェンナイ 悪い・川 ｛幌加内町史も同説。｝ 山 田 Ｃ3 wen-nay
(幌加内町) ダム

ｳｴﾝﾍﾞﾂ 地区 断崖が多く、川を伝って歩くのに困難であったため。 駅 名 ①○ ②－ ③ ④
雨煙別 ウェンペッ ｛ ｝ 悪い・川 〈悪いの意味はたぶん後人の推定であろう。〉 Ｃ4 wen-pet
(幌加内町) 川 〈山田〉

ｳｼｼｭﾍﾞﾂ 地区 鹿蹄川 かつて鹿跡が多かった。今はない。 ①○ ②○ ③－ ④
牛首別 ウシ ペッ 永 田 Ｂ5 usis-petシ

(豊頃町) 川 ｛蹄・川｝
ヒヅメ
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ｳｼｭﾍﾞﾂ ウシ ペッ 蹄・川 鹿跡多き川であった。 ①○ ②○ ③－ ④シ usis-pet
牛朱別 川 永 田 Ｂ ｢蹄・川｣解の方が一般的な形6
(旭川市) イシ ペッ { } { 憤 る・川} 上川アイヌは「雪水が多く下り陸に氾濫する様子から名 と思われる。シ isis-pet

イキドオ ハンラン

付けられた。」という。 ①○ ②－ ③ ④

ｳ ｽ 地区 駅 ウ オ 〈 〉 入江 上 原 ①○ ②○ ③○ ④－シ ロ us-or
有 珠 ウソロ 〈入江・の内〉 〈奥の深い波静かな入江である。〉 Ｂ いずれにせよ、「入江」が名の7 *
(伊達市) 山岳 湾 〈山田〉 元と思われる。

ウ 〈 〉 〈入江〉 ①○ ②○ ③○ ④－シ us

ｳｽ ﾔ 地区 {砂地が緩い湾曲をしているところである。} ①○ ②○ ③○ ④－
臼 谷 ウ ヤ 入江・の岸 山 田 Ｂ8 us-yaシ

(小平町) 海岸

ｳﾀ ｺｼ 砂越える川 松 浦 ①○ ②－ ③ ④
歌 越 地区 オタク ペッ 〈 〉 〈砂浜・を通っている・川〉 － Ｃ 地名化されるに至った経緯な9 ota-kus-petシ

(遠別町) 〈山田〉 ど不明。

市内を流れるペンケウタシナイ川の音を採ったものと言 ①○ ②○ ③－ ④
ｳﾀｼ ﾅｲ オタウ ナイ “ ” ウタシナイ川 われる。母音が二つ続くので、一つを略してオタ ナイと呼シ シota-us-nay
歌志内 市 ↓ （砂浜・ついている・川） ばれ、また、和人のくせでオがウに訛ってウタシナイにな 山 田 Ｂ10
(歌志内市) オタ ナイ ｛ ｝ ったのであろう。* otas-nayシ

｛歌志内市勢要覧も同説。ペンケウタシナイについては別
掲。｝

ｳﾀ ｽﾂ 〈同名の多くは、これから岩磯地帯になろうとする砂浜の 知 里 ①○ ②○ ③○ ④○
歌 棄 地区 オタスッ 砂浜・の根元 端の所である。元来は寿都湾奥の北面する長い砂浜の Ａ11 ota-sut
(寿都町) 東端の地名。〉 〈山田〉

ｳﾀ ﾅｲ ウッナイ→宇戸内→歌内。 駅 名 ①○ ②○ ③○ ④○
歌 内 地区 駅 〈 は道内諸地にあるが、具体的意味ははっきりしut-nay

ウッナイ 〈 〉 〈肋骨・川〉 ない。〉 〈山田〉 Ａ12 ut-nay
ｳ ﾄ ﾅｲ
宇戸内 川 背骨に対する肋骨のように、本流に対して直角に近く流 中 川
(中川町) れ込む川であるため。 町 史

元来は町外の幌別川河口地域の名称だったが、行政区 山 田 ①○ ②○ ③○ ④○
ｳﾀﾉﾎﾞﾘ 町 画の変更後も名が引き継がれた。
歌 登 山岳 オタヌプリ 砂・山 Ａ13 ota-nupuri
(歌登町) ダム 幌別川川口から１㎞ほど北西にあるオタヌプリという砂 歌 登

山が語源。昔の砦であったところである。 町 史



- 16 -

現在の地名 ア イ ヌ 語 地 名 備 考
区 分 ア イ ヌ 語 の 意 味 解 釈 及 び 由 来 出 典

（所在地 ） カ ナ 表 記 ローマ字表記 コ メ ン ト確定レベル

ｳﾀ ﾍﾞﾂ 地区 〈この辺では珍しい、少し広い砂利浜の中を流れる川で 永 田 ①○ ②○ ③○ ④－
歌 別 オタペッ 砂・川 ある。〉 〈山田〉 Ｂ14 ota-pet
(えりも町) 川

えりも町史川尻が砂浜になっているためだろう。

〈ウッ( 肋)、ウッナイ( 肋・川)は道内至る所にあ ①○ ②○ ③○ ④○ut ut-nay
ｳ ﾂ 地区 脇川 り、沼、大川に肋骨のように繋がっていた川だったらし 永 田
宇 津 ウッ い。〉 Ａ15 ut
(興部町) 川 〈肋骨〉 ｛興部町史は「脇川」について「本流に対して横から入っ 〈山田〉

てくる支流は人間の腕の川であり、本流に流れ込む辺り
は脇に当たるため。」と書いてる。｝

ｳ ﾂ ﾂ 地区 脇川 〈沼や大川に肋骨のように繋がっていた川だというが、よ 永 田 ①○ ②－ ③ ④
宇津々 ウッ く分からない。〉 Ｃ16 ut
(紋別市) 川 〈肋骨〉 〈山田〉

ウッナイの多くは沼に繋っている小川であるが、この川 ①○ ②－ ③ ④
ウツナイ 川 ウッナイ 肋骨・川 は長流である。元来は最下流の小川の名であったかもし 山 田 Ｃ17 ut-nay
(幌加内町) れない。

他の同名と同様はっきりしない。 ①○ ②－ ③ ④
ウツナイ 川 ウッナイ 肋骨・川 枝川くらいの意味か。 山 田 Ｃ18 ut-nay
(浦幌町)

三つの川が並んでいる形からいったものか。 ①○ ②－ ③ ④
ウッツ 川 ウッナイ 肋骨・川 よく分からない。 山 田 Ｃ19 ut-nay
(遠別町)

ウトナイ湖から流れ出て、勇払川に注ぐ川で、勇払川の ①○ ②○ ③○ ④○
脇腹から肋骨のように細長く突き出てウトナイ湖に入り込

ウトナイ 湖 ウッナイ 肋骨・川 んでいるため、呼ばれたもの。ウトナイ湖の原名は「キム 苫小牧 Ａ20 ut-nay
(苫小牧市) ント 山・にある・沼」あるいは「キムケト 市 史kim-un-to

山奥・沼」であったが、別の名を「ウッナイトkimke-to
ウッナイの沼」と呼んだ。utnay-to

ｳ ﾄﾏ 地区 抱き合う川 ウトマンベツ山と幌別山が並びあってあるため。 上 原 ①○ ②－ ③○ ④
鵜 苫 川 ウト マ ペッ Ａ 由来は永田(山田)説が妥当と21 utumam-petウ ム

(様似町) 駅 合川 幌別の古川と合流していたため。 永 田 思われる。
〈抱き合う・川〉 〈今でも両川の間に古川跡が残っている。〉 〈山田〉 ①○ ②○ ③○ ④○

岩の間の細道を通って部落から浜へ往来していた。 ①○ ②○ ③○ ④○
ｳ ﾄ ﾛ 地区 ウト チク イ その間・我らが・通行する・所 ｛ウトロ漁港近くのゴジラ岩(ローソク岩)と鍋型の大岩の間 知 里 意味、由来は知里説が妥当とウ シル
宇登呂 のことをいうらしい。｝ Ａ 思われる。22 uturu-ci-kus-i
(斜里町) 温泉 ウトゥ チクシ* ル

岩間を舟が越える － 松 浦 ①○ ②－ ③ ④
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昔、噴火があったとき、川が灰で埋め尽くされた。 ①○ ②○ ③－ ④
ｳﾅ ﾍﾞﾂ 川 ウナペッ 灰・川 ｛斜里町立知床博物館編『郷土学習シリーズ第８集』も同 永 田 いずれにせよ、 に関係しuna-pet una
海 別 説。｝ Ｂ た名と思われる。23
(斜里町) 山岳

ウナオペッ 灰の・入った・川 － 知 里 ①○ ②○ ③－ ④una-o-pet

ｳﾊﾞｸﾍﾞﾂ 地区 〈流量ほぼ匹敵する辺別川本流と並流している。〉 知 里 ①○ ②○ ③○ ④○
宇莫別 ウパ ペッ 相・匹敵する・川 Ａ24 u-pak-petク

(美瑛町) 川 〈山田〉

ウパ ライ ｛ ｝ 口無川 この川は三筋あるが皆川口が無かったため。 永 田 ①○ ②－ ③ ④ラ u-par-ray
(互いに・川口・死ぬ)

ｳﾊﾞﾗﾅｲ 地区
卯原内 オパ ライ ｛ ｝ 川口の死んでいる｛？｝ 能取湖に注ぐあたりが湿地で川口が明瞭でないところか Ｃ ①？ ②－ ③ ④25 o-par-rayラ

(網走市) 川 ら出たものであろう。（ 年版） 駅 名25

オパラナイ ｛ ｝ 川口・広い・川 （ 年版） ①○ ②－ ③ ④o-para-nay 29

ｳ ﾌﾞﾝ 地区 雨雪飛ぶ所 水源の山から雨雪を吹き飛ばすので命名された。 永 田 ①○ ②－ ③ ④
雨 紛 ウプン Ｃ26 upun
(旭川市) 川 〈ふぶき〉 〈山田〉

この山の雪が融ける時に川水が大きく増水したためだっ ①○ ②○ ③○ ④○
ただろう。

ウペペサンケ 山岳 ウペペサンケ 雪融け水を・出す・山 ｛この山を水源とするシイシカリベツ川の上流一帯は、エ 山 田 Ａ27 upepe-sanke-nupuri
(上士幌町) ヌプリ ゾマツやトドマツが密集する樹林であったという。雪解け

水の量も現在よりはるかに多かったと想像される。｝

ウラ ナイ 笹・川 － 永 田 ①○ ②－ ③ ④シ uras-nay

ｳﾗ ｳｽ 町 ウライウ ペッ 簗が・多い・川 昔、鮭鱒を捕るため簗をかけた。 駅 名 ①○ ②○ ③－ ④シ uray-us-pet
ヤナ

浦 臼 ウラユ ペッ Ｂ 「梁」説が一般的な形と思わ28 * シ

(浦臼町) 駅 れる。
ウライウ ナイ 簗が・ある・川 山 田 ①○ ②○ ③－ ④シ uray-us-nay
ウラユ ナイ* シ

腸｛？｝ 昔、ここで漁猟が行われ、魚獣の腸が沢山あった。 上 原 上３説①？ ②－ ③ ④
オラカ ｛？｝

ｳﾗ ｶﾜ 町 鹿腸｛？｝ 未詳。 秦 元来は２０キロぐらい西の元
浦 河 Ｃ 浦川の地名で、会所の移転に29
(浦河町) 駅 ウラカ ｛？｝ 雲靄立ち昇る所｛？｝ 禽獣の腸の事ともいう。 松 浦 伴い、現在名称となったもの。

モヤ

ウラ ペッ 霧・川 － 永 田 ①○ ②－ ③ ④ラ urar-pet
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ｳﾗｼﾍﾞﾂ 地区 ウライウ ペッ ｛網走市史は「ここに昔はコタンがあり、川口に簗を立てて ①○ ②○ ③－ ④シ

浦士別 簗が・ある・川 魚を獲ったため。」と書いている。｝ 山 田 Ｂ30 uray-us-pet
ヤナ

(網走市) 川 ウラユ ペッ* シ

町 オラ オロ 川芎多き所 － ①？ ②？ ③ ④プ orap-oro
センキュウ

ｳﾗ ﾎﾛ オラポロ 〈ヤマシャクヤク｛？｝・の所〉 永 田*
浦 幌 川 Ｃ31
(浦幌町) ウラ ポロ 〈 〉 大霧 － 〈山田〉 ①○ ②－ ③ ④ラ urar-poro

駅 〈霧・多い〉

ｳﾗ ﾜ 霧の多い所であった。 ①○ ②－ ③ ④
浦 和 地区 ウラ 霧 永 田 Ｃ32 urarラ

(静内町)

ｳﾘ ﾏｸ 地区 丘後｛？｝ 〈この川は左右の諸川よりずっと長い川で、北側の台地 永 田 ①○ ②－ ③ ④
瓜 幕 ウリマ の奥の方から流れ出ている。それでこう呼ばれたのであ Ｃ33 uri-makク

(鹿追町) 川 〈その丘・の後（の方からの川）〉 ろうか。〉 〈山田〉

ウリウ ｛？｝ ｛？｝ 太古神がつけたという伝説による。 松 浦 ①？ ②－ ③ ④
町

ｳ ﾘｭｳ 川 ウリ オペッ 鵜の川 河口に鵜が沢山いた。 永 田 ①○ ②－ ③ ④リ urir-o-pet
ウ

雨 竜 沼 ウリロペッ ｛鵜・たくさんいる・川｝ ｛現在はカワウの姿は見えないという。｝ Ｃ34 *
(雨竜町) ダム

オリ オペッ ｛ ｝ そこに・波・立つ・川 － 駅 名 ①○ ②－ ③ ④リ o-rir-o-pet
オリロペッ*

ｳ ﾘ ﾘ ウリウへの山越路があるため。 松 浦 ①○ ②○ ③○ ④○
有利里 川 ウリ ルペ ペ 〈 〉 〈雨竜・峠道沢〉 〈雨竜の母子里にあるテセウ・ルペ ペ(天塩・峠道沢)の Ａ35 -rupespeリ シ シurir
(名寄市) 水源が相対していて、古くその間に交通があったことを物 〈山田〉

語っている。〉

ここから雨竜へ往古道があったため。 松 浦 ①○ ②○ ③○ ④○
ウルベシ 川 ウリ ルペ ペ 〈 〉 〈雨竜からの・峠道沢〉 〈この川を上り山を越えると、雨竜川の源流に出る。〉 Ａ36 -rupespeリ シ urir
(美深町) ｛美深町史も同説。｝ 〈山田〉
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沖の岩礁に昆布があった。 永 田 ①？ ②－ ③ ④
ｴ ｻｼ エサ ｛？｝ コンブ｛？｝ 〈北部では昆布をサシとは言うが、エサシとは言わない。〉 他地の例を見ても、「岬」説がシ esas
枝 幸 町 〈知里〉 Ａ 自然な形と思われる。1
(枝幸町)

エサウ イ 頭が・浜・についている・所 檜山の江差と同じように、突き出した岬の所の名であ 山 田 ①○ ②○ ③○ ④○シ e-sa-us-i
エサウシ ＝岬 る。 ｛枝幸町ＨＰも同説。｝*

エサ ウ ｛ ｝ 食するコンブがある 昔飢餓の時、北海岸のアイヌがここに来て、昆布によっ 松 浦 ①？ ②－ ③ ④シ シ e-sas-us
ｴ ｻｼ 町 ｛食べる・コンブ・がついている？｝ て命を保ったためという。 他地の例を見ても、「岬」説が
江 差 Ａ 自然な形と思われる。2
(江差町) 駅 エサウ イ 頭を・浜・についている・所 道南では昆布をサシとは言わない。地形（岬）から名付 知 里 ①○ ②○ ③○ ④○シ e-sa-us-i

エサウシ ＝岬 けられた。*

ｴ ｻﾝ 町 エサンイ 頭が・浜の方に出ている・所 地形（岬）から名付けられた。 山 田 ①○ ②○ ③○ ④○e-san-i
恵 山 山岳 エサニ ＝岬 Ａ 「岬」説が自然な形と思われ3 *
(恵山町) 岬 る。

温泉 イェサン 噴火山（浮石・下る） 噴火により、火を噴き浮石を飛ばしたため。 永 田 ①○ ②－ ③ ④ye-san

ｴﾀｲﾍﾞﾂ 地区 頭がずっと奥へ行っている・川 〈「頭がずっと奥へ行っている・川」の意味でこの長い川 知 里 ①？ ②－ ③ ④
恵岱別 川 エタイェペッ をエタイェ・ペッと呼んだのでもあろうか。〉 Ｃ4 etaye-pet
(雨竜町) ダム 〈引っぱる・川〉 〈山田〉

エタンネペッ 頭・長い・川 － 知 里 ①○ ②－ ③ ④e-tanne-pet
ｴﾀﾝﾍﾞﾂ 地区
江丹別 川 エト タンネペッ 水源が・長い・川 近文の荒井翁は「古い人はエタンベツでなく、エトコタン 山 田 Ｃ ①○ ②－ ③ ④5 etok-tanne-petク

(旭川市) 峠 ネベツと呼ぶと言っていた。」と語った。
ダム

エタ ペッ 漂川｛？｝ アイヌが舟を覆し、漂った川。 永 田 ①？ ②－ ③ ④ムプ etamp-pet

エトゥオ オ 松浦氏は「人が鼻水をたらしている形状の石があったた ①？ ②－ ③ ④ロ プ

ｴﾄ ﾛﾌ 鼻・水｛？｝・ある・もの め」と書いたが、蝦夷地名解のエトロ・プ（鼻水・所）から採 山 田etu-or-o-p
択 捉 島 エトゥオロ ったものか。あるいは、左記のような意味ででもあったか。 Ｃ6 * プ

（北方領土）
エトゥオロオ ｛ ｝ 岬のある所 〈この方が地名的な解だが、意味が忘れられた名であり、 駅 名 ①○ ②－ ③ ④プ etu-oro-o-p ?

｛鼻・の所・にある・所 ？｝ 今ではその当否をいうこともできない。〉 〈山田〉

ｴ ﾆﾜ 市 鋭山 この山は休火山で尖峰争立する様により名付けられた。 永 田 ①○ ②○ ③○ ④○
恵 庭 駅 エエンイワ 〈 〉 〈急傾斜な円錐形の山であり、特にその山頂には巨岩が Ａ7 e-en-iwa
(恵庭市) 山岳 〈頭が・尖っている・山〉 そびえていて、激しく尖って見える。〉 〈山田〉

｛恵庭市ＨＰも同説。｝

ｴ ﾋﾞｼﾏ 地区 エピ オマ 諸地に同名があるが、その水源から向こうに越えて海辺 ①○ ②○ ③○ ④○シ プ

恵比島 駅 頭(水源)が・浜(の方)・ に行ける川で、交通路になっていたらしい所が多い。ここ 山 田 Ａ8 e-pis-oma-p
(沼田町) 山岳 エピソマ に入っている・もの(川) の は、おそらく留萌の方を指していたのだろう。* pisプ
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エピ オマ 解説同上。 ①○ ②○ ③○ ④○シ プ

川 頭(水源)が・浜(の方)・ ここの場合の は、羽幌の辺を指したものらしい。 山 田 Ａ9 e-pis-oma-p pisエ ピ シ オ マ ッ プ
(幌加内町) エピソマ に入っている・もの(川)* プ

ｴ ﾌﾞｴ 地区 蕗台｛？｝ この所に蕗台がたくさんあった。 永 田 ①○ ②－ ③ ④
フキ

絵 笛 川 エプイ 〈土地の浦川タレ媼はここはつわぶきが多くあった所で、 Ｃ10 epuy
．．．．

(浦河町) 駅 ｛実、種｝ 根を乾かして貯蔵食にしたという。エプイはまた、ぽこんと 〈山田〉
盛り上がったような山にも使われたので、注意を要する。〉

ユペオッ 鮫居川 ｛滝川市史は同説を支持。｝ 永 田 ①○ ②－ ③ ④yupe-ot
ｴ ﾍﾞｵﾂ 地区 〈チョウザメ・たくさんいる〉 〈山田〉
江部乙 川 Ｃ11
(滝川市) 駅 イペオッイ { } サケの多くいる所 〈 年版は永田解を踏襲、 年版から左記解とした。〉 駅 名 ①○ ②－ ③ ④ipe-ot-i 25 29

イペオチ 〈魚が・多くいる・所〉 〈山田〉*

エペッケ 〈 〉 〈顔・裂けている〉 兎唇の如く三ツに分れる所。 松 浦 ①○ ②－ ③ ④e-petke
〈山田〉

ｴ ﾍﾞﾂ 市
江 別 ユペオッ 鮫居る川 － 永 田 Ｃ ①○ ②－ ③ ④12 yupe-ot
(江別市) 駅 〈チョウザメ・たくさんいる〉 〈山田〉

イプッ ｛ ｝ それの・入口 大事なところ(往時文化の大中心地だった千歳)への入 駅 名 ①○ ②－ ③ ④i-put
口を意味しているのだろう。

ｴ ﾎﾛ 地区名は川名を下略して地名としたもの。 ①○ ②○ ③○ ④○
江 幌 地区 ｛水源が、本流の富良野川の方向に後戻りしているという

エホ カアンペッ 頭（水源）が・後向き・ 意味であろう。語意どおりの川だという。｝ 山 田 Ａ13 e-horka-an-petロ

ｴﾎﾛｶﾝﾍﾞﾂ である・川
江幌完別 川
(上富良野町)

ｴ ﾗ エラマンテウシ 漁人の小屋ある所｛？｝ 〈狩猟の場所だったのでついた名か。〉 永 田 ①？ ②－ ③ ④eramante-usi
江 良 地区 Ｃ14
(松前町) ｛イラマンテウシ｝ ｛ ｝ ｛狩漁する・いつもする・所｝ 〈山田〉iramante-us-i

元来は襟裳岬の名で、町名は以前は幌泉(ポロエンル ①○ ②○ ③○ ④○ム

エンル 岬 大きい・岬 あるいは ポンエンル 山 田ム ムenrum poro-enrum
町 小さい・岬の訛りといわれる)であった。 「岬」説が妥当と思われる。pon-enrum

えりも ｛えりも町史も同説。｝ Ａ15
(えりも町) 岬

エル 〈 〉 ネズミ この崎岩の内にネズミがいたため。 上 原 ①○ ②－ ③ ④ム erum
〈山田〉


